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待機児童・子ども支援対策調査特別委員会報告資料 

  令和２年３月１６日 

件   名 
「未来へつなぐ あだちプロジェクト（第２期足立区子どもの貧困対策実施

計画）」策定について 

所管部課名 子どもの貧困対策担当部 子どもの貧困対策担当課 

内   容 

区議会、待機児童・子ども支援対策調査特別委員会での審議及びパブリッ

クコメント等の意見を踏まえ、未来へつなぐ あだちプロジェクト（第２期

足立区子どもの貧困対策実施計画）を策定したので、以下のとおり報告する。 

 

１ 計 画 期 間  令和２年度～令和６年度（５カ年間） 

２ 計 画 体 系  別添の概要版のとおり 

３ 変 更 点 

（１）「柱立て１ 教育・学び」の「施策３ 子どもの居場所づくり」の関

連する取組みに「【区事業以外】子ども食堂の開催」を追記した。 

（２）「第３章 次の５年の取組み」の「２ 新たに取組むべき事項」の「（２）

若年者（特に中学校卒業後）支援体制の構築」に「ＳＮＳの活用」を追

加 

 

４ 第２期計画で強化する取組み 

№ 取 組 み 内 容 関 連 事 業 

１ 

子どもの経験・体験の機会充実 

子どもたちが様々な経験・体験をできる

よう取組みを充実させるとともに、子ども

自身が経験・体験から将来の夢や希望、目

標につながるもの（体を動かす・ものづく

り・音楽など）を見つけ、選択していくこ

とを応援する。 

 

・環境学習ツアー 

（事業内容を充実する） 

・夏休みものづくり体

験・工業見学 

（事業内容を充実する） 

・キャリア教育支援事

業 

（事業内容を充実する） 

 

       など 

２ 

行政と地域等が協働・協創して子どもの未

来を応援する地域（まち）づくり 

子どもの未来プラットフォームを活用

し、地域の活動団体や支援したい人、企業

等をつなげるなど、子どもを支援する地域

活動を活性化することで、子どもの支援を

行政主導から地域との協働・協創へと発展

 

 

・子ども食堂の開催 

（開催場所の増） 

・子どもの未来を応援

する活動団体プラッ

トフォーム 
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させ、より多くの子どもに支援が届くよう

な地域（まち）づくりを目指す。 

（事業内容を充実する） 

・補助金や寄付等の情

報提供 

（情報提供の回数増） 

など 

３ 

切れ目のない支援体制強化と子どもの

貧困対策の理解促進 

ライフステージや組織等の境目で支援

が途切れてしまわないよう、連携体制のブ

ラッシュアップを行う。 

また、行政と地域等が連携して子どもの

貧困対策を進めていくため、庁内外で啓発

活動をさらに強化し、理解促進を目指す。 

 

 

・生活サポート相談 

（相談員１名増） 

・庁内データの連携 
（事業内容を充実する） 

・ＡＳＭＡＰ 

（産後ケア ディサービス

型 ） 

など 

 

 

５ 新たに取組む主な事項 

№ 事    業 主な検討事項 

１ 

外国籍と外国にルーツをもつ子どもたち

への支援 

足立区内の外国人は年々増加しており、

区内小中学校で学ぶ外国籍と外国にルー

ツをもつ子どもたちが、足立区で生活し、

就学するための支援に取組む。 

 

 

・外国人実態調査の

実施 

・生活言語から学習

言語の習得支援 

・居場所の設置 

など 

２ 

若年者（特に中学校卒業後）支援体制の構

築 

高校中退者が少なくない状況等を踏ま

え、これまでの若年者の就労支援だけでな

く、自立に向けた支援を実施する。 

 

 

 

・若年者向け総合窓

口の設置 

・都立高校や都ユー

スソーシャルワー

カーとの連携 

       など  
 
 

問 題 点 

今後の方針 

第２期足立区子どもの貧困対策実施計画を全庁的に取組み、また、地域、

企業、団体との協働・協創のもと着実に進めていく。 

 



　

 １　足立区の子どもの貧困対策の基本理念と取り組み姿勢

　足立区では、平成２７年度に全国に先駆けて「未来へつなぐあだちプロジェクト 足立区子どもの貧困対
策実施計画」 を策定し、積極的に取り組んできました。今回の計画改定にあたっては、区独自の視点での
見直しとともに、令和元年６月に改正された 「子どもの貧困対策の推進に関する法律の一部を改正する法
律」の趣旨を反映させました。

○　全ての子どもたちの現在及び将来が、生まれ育った環境に左右されることなく、子ども一人ひとりが夢や希望
　　を持てる地域社会の実現を目指す。

○　子どもの貧困を家庭の経済的な困窮だけでなく、地域社会における孤立や健康上の問題など、個々の家庭を取
　　り巻く成育環境全般にわたる複合的な課題と捉え、その解決や予防に向けて取り組んでいく。

○　次代の担い手である子どもたちが「生き抜く力」を身につけることで、自分の人生を自ら切り開き、貧困の連
　　鎖に陥ることなく社会で自立していくことを目指す。

○　子どもの年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、その最善利益が優先して考慮され、心身ともに
　　健やかに育成されることを目指す。

 ２　これまでの取り組みと成果

　足立区では子どもの貧困の「予防」と「連鎖を断つ」ことを主眼に、新たな事業に取り組むとともに必
要に応じて既存事業の見直しなどを進めてきました。近年、子ども食堂や子どもの居場所づくりなど地域
の方々の活動も広がりを見せています。

↓
や など、子どもの未来を応援する

（ＮＰＯ・地域の活動団体、企業等）の広がり など

就学前から学齢期への連携

の充実

（相談窓口、就労支援・交流支援・

情報提供等） など

基本理念

横断的・総合的に施策を推進し、

貧困が世代を超えて連鎖するこ

とを防ぐ環境整備を進める

取組姿勢

特に「予防する」「連鎖を断つ」

に主眼を置いて、真に必要な施

策に集中的・重点的に取り組む

妊娠期から支援を要する世帯の

ていねいな実態把握に努め、支

援を必要とする家庭や子どもが、

確実に利用できるように取り組む

子どもの健全な成育環境を担

保するため、社会的孤立や養

育困難など、リスクの高い家庭

への重点支援を行う

対策に取り組む民間・ＮＰＯ・地

域等に対し、様々な支援を行う

とともに横断的連携が図れるよ

う進める

あらゆる機会を捉えて政策や予

算の要望、連携の強化を求めて

いく

全庁的な取り組み 予防・連鎖を断つ
リスクの高い

家庭支援

ＮＰＯ等との連携
早期かつきめ細やかな

施策の実施

国・都等への

働きかけ

学校を

プラットフォームに

子どもたちが１日の多くを過ごす学

校を基盤 （ プラットフォーム ）とし、

子どもの成長・発達段階に合わせ

た切れ目のない施策を推進する

児童・生徒の個々の力に応じたメニューの実施

の充実と拡大 新入学児童生徒 学用品費の入学前支給

の手厚い支援
好ましい生活習慣の定着

就学前から小・中学校まで

の連携した取り組み強化による生活保護世帯の子どもの現認率の向上

の配置

の拡大 など

区営住宅の活用

子どもの貧困対策 や の実施、

立ち上げの結果から新たな事業等へのつながり

第２期 足立区子どもの貧困対策実施計画

平成28年度 ひとり親の相談窓口開設（豆の木相談室）

平成29年度 子どもの経験・体験の機会拡大

（ものづくり体験、環境ツアー、大学連携事業）など

（ 令和２年度 ～ ６年度 ）

（下線部は第２期に追加した部分）

こ
れ
ま
で
の
成
果
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　貧困の連鎖を断ち切るためには、世帯の所得や家庭環境に関わらず、子どもたちが自分の将来を切り拓
くための「生き抜く力」を身につけることが重要です。足立区は「教育・学び」「健康・生活」「推進体
制の構築」の３つの柱立てをして、具体的な事業展開を進めていきます。

 ３　第２期　子どもの貧困対策実施計画　～未来へつなぐあだちプロジェクト～

　今回の見直しでは、引き続き「子ども」「予防」に力点を置いて、基礎自治体ででなければできない具
体的な施策を体系化するとともに「子どもの健康・生活実態調査」の結果から「子どもの経験・体験」や
「地域との関わり（協働・協創）」を強化していきます。また、課題となっている「外国にルーツをもつ
子どもたちへの支援」「若年者支援」の充実に向けて取り組んでいきます。

 ４　第２期　子どもの貧困対策の施策の柱立てと指標

外国籍と外国にルーツをも
つ子どもたちへの支援

若年者支援
（主に10～30代）

（子どもの自立に向けた
取り組みの充実）

子どもの経験・体験の
機会拡充

地域との関わり
（協働・協創）

切れ目のない支援と
子どもの貧困対策の理解促進

施策の３本の柱立て

計画改定のポイント

「子どもの健康・生活実態調査」の結果から、より多くの子ど

もたちが様々な経験・体験ができるよう取り組みを充実させると

ともに、子ども自身が経験・体験から将来の夢や希望、目標につ

ながるもの（体を動かす・ものづくり・音楽など）を見つけ選択

していくことを応援します。

～ 「教育・学び」 「健康・生活」 「推進体制の構築」 ～

子どもの将来の選択肢が広がるよう、全庁体制で取り組みを

強化していきます。小・中学校で成果を上げてきた基礎学力の

定着により、自立に必要な学力を身につけられるよう努めると

ともに、好ましい生活習慣等や、健康に生き抜くための実践力

を育みます。また、自立の際につまずきを抱える若年者の支援

体制についても、国や都、地域や各団体、関係機関等と連携し

て整えていきます。

足立区では外国人が年々増加しており、今後も外国籍や外国

にルーツをもつ子どもが増加していくことが見込まれます。そ

ういった子どもたちが足立区で生活し、就学するための支援を

各施策で行っていきます。

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

（下線部は第２期に追加した部分）

課題
見えてきた

強化
さらに

強化
さらに

強化
さらに

見えてきた

課題

区の施策だけでなく、地域（まち）の活動者や企業等と協

働 ・ 協創しながら、皆であだちで育つ子どもの未来を応援し

ていきます。子どもの未来プラットフォームを活用し、地域の

活動団体や支援したい人、企業等をつなげるなど、子どもを支

援する地域活動を活性化することで、子どもの支援を行政主導

から地域との協働・協創へと発展させ、より多くの子どもに支

援が届くような地域（まち）づくりを目指します。

ライフステージや組織等の境目で支援が途切れてしまわない

よう、連携体制や事業のブラッシュアップを行います。また、

行政と地域等が連携して子どもの貧困対策を進めていくため、

庁内外での啓発活動をさらに強化し、理解促進を図ります。
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施
策
１

施
策
２

施
策
３

施
策
４

　

施
策
１

施
策
２

施
策
３

施
策
４

柱立て１
教育・学び

学校を「プラットフォーム」と位置付け、学力の定着や体力づくり、相談体制や関係機関との連携
を含めた学びの環境整備、居場所の確保を図ることで、子どもの貧困対策を総合的に進めていきま
す。また「子どもの健康・生活実態調査」から見えてきた子どもの経験・体験の重要性を施策に反
映させるため、全庁体制で子どもの経験・体験機会の充実を図ります。

施策の考え方 関連する取組

　  □ 小学校の基礎学力対策
 □ 中学校の基礎学力対策
 □ 魅力ある授業のための教員の授業力
　  向上
 □ 体力向上対策

 □ 学習環境の整備
 □ 就学支援
 □ 進学支援
 □ 相談体制の充実
 □ 不登校支援

 □ 子どもの居場所づくり

 □ 経験・体験事業
 □ キャリア教育
 □ 大学連携
 □ スポーツ・体力づくり

柱立て２
健康・生活

子どもの貧困の「シグナル」を早期に発見し、適切な支援を行うため、妊娠期から切れ目なく対策
を実施していきます。また、貧困のリスクとなる健康格差について、必要な是正を図るとともに子
育て世帯の保護者や高校中途退学者などの若年者が孤立せず、社会的に自立できるよう支援してい
きます。

施策の考え方 関連する取組

 □ ＡＳＭＡＰ
 □ 養育困難改善事業
 □ 子育て支援・孤立予防
 □ 親子のふれあい

 □ 好ましい生活習慣の定着
 □ 発達支援（気づく・つなげる・支える）
 □ 保育の質維持・向上
 □ 幼児教育の機会提供

 □ 高校中退予防
 □ 就労支援
 □ 自立へのステップアップ
 □ 就労にまつわる情報提供
 □ 健康・生活支援
 □ 学び直し支援

 □ 子育てと仕事の両立支援
 □ ひとり親家庭に対する相談事業・
     就業支援・交流支援・情報発信
 □ 経済支援

柱立てと施策
（下線部は第２期に追加した部分）

全ての子どもたちが家庭環境や経済状況に左右されることなく、

自分の能力や可能性を伸ばし、夢に挑戦できるよう、学びの

意欲向上を図ります。

◆学力定着・体力づくり

◆学びの環境づくり

全ての子どもたちが安心して教育を受けられるよう支援強化を

図り、学びの環境を整えていきます。

◆子どもの居場所づくり

多様な子どもの居場所づくりを推進します。

・家庭での学習が困難な子どもたちに学習の場を提供

・子どもが放課後等に安心して過ごせる遊びや交流の場の確保

◆子どもの経験・体験の充実 NEW
子どもたちが将来の夢や希望、目標等を見つけ、やってみたいと

思う気持ちや、自信につなげられるよう、子どもの経験・体験の

機会を拡大します。

・自然や地域文化、スポーツなどの体験事業の充実

・将来の選択肢を広げる取り組みの充実

子育て世帯が孤立することなく子どもを養育できるよう、妊娠

届出時から要支援世帯を把握し、関係機関と連携した取り組み

を行っていきます。

就学前教育の充実と円滑な小学校教育への移行を目指し、各機

関との一層の連携強化を図ります。

社会人・職業人への円滑な移行のため、取り組みを進めていき

ます。

・好ましい生活習慣の定着

・高校生や大学生へのキャリア教育支援

・高校中途退学者、高校を卒業後に無業や不安定就労にある

者、青年期・成人期で課題を抱える若年者への就労支援

両親が揃っていても非正規雇用等で生活が不安定な世帯が貧困

家庭の多くを占めている現状をふまえ、保護者に対する支援を

行っていきます。

◆親子に対する養育支援

◆子どもの発育支援

◆若年者の自立支援 NEW

◆保護者に対する生活支援
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施
策
１

施
策
２

施
策
３

施
策
４

など

柱立て３
推進体制
の構築

必要なサービスを、必要とする方に着実に届けるため、相談機能や庁内連携の強化を推進します。
また、庁内で実施する各調査の結果を、本計画の施策に反映していきます。他自治体との連携をさ
らに進めるとともに、職員だけでなく、地域やＮＰＯ等の団体、民間企業等への啓発事業を実施し
子どもの未来を応援する活動団体や担い手となる人材育成について、一体となって取り組んでいき
ます。加えて、地域と企業等との連携体制の構築や強化を図り、より効果的で相乗効果を生むよう
な支援活動を進めていきます。

施策の考え方 関連する取組

 □ 各機関の連携
 □ ライフステージ間の移行支援
 □ 情報提供の工夫

 □ 国・都への働きかけ
 □ 啓発活動（講演会、研修の充実など）

 □ 計画、指標等の見直し
 □ 各種調査研究

 □ つながる場の提供
 □ 地域が行う子どもの居場所づくり
 □ 経験・体験の機会提供
 □ 健康・生活に関する啓発活動

　■　児童扶養手当を受給しているひとり親の就業率及び正規雇用率

  計画の実効性を担保するため、子どもの貧困に関する２４の長期的成果指標を設定し、実績値を確認する
ことで、区の現状把握に活用しています。 加えて、今回の計画には、１２の施策ごとに中短期的な成果指
標を設定しました。 これにより、各施策の進捗状況や効果を評価・検証し、必要に応じて内容の見直しや
改善を図っていきます。

　■　「足立区学力定着に関する総合調査（学習意識調査）」の「難しいことでも失敗を恐れずに挑
         戦していると思う」の質問に肯定的に回答した児童・生徒の割合

　■　「全国学力・学習状況調査」の児童・生徒の平均正答率

　■　養育困難世帯の発生率・解決率

　■　歯科健診でむし歯ありの判定を受けた子どもの割合

　■　区立中学校の高校進学率及び進路内訳（全日制、定時制、通信制、その他の進学率）

　■　区内都立高校の中途退学者数（率）（全日制、定時制）

　■　区内都立高校の卒業時の進路未決定者数（率）

　■　「足立区学力定着に関する総合調査（学習意識調査）」の「自分にはよいところがあると思う」
         の質問に肯定的に回答した児童・生徒の割合

主
な
長
期
的
成
果
指
標

　■　「足立区学力定着に関する総合調査（学習意識調査）」で「１か月に本をほとんど読まない」
　　　と回答した生徒の割合

子どもの貧困に関する主な成果指標
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NEW

NEW

概要版

ライフステージや部を超えた切れ目のない支援のさらなる充実

を目指します。

・妊娠届出時からの要支援世帯の把握、関係機関との連携

・各事業間やライフステージ間の「切れ目」をスムーズにつなげる取組

・「つなぐシート」を活用した相談機能の強化

・必要な方に情報を届ける工夫

子どもの貧困対策の正しい理解が進むよう、庁内外へ働きかけて

いきます。

・職員や教職員、地域団体や企業、区民向けの啓発活動

計画の実効性を担保するため、指標の数値変化や課題分析等を

行っていきます。
・施策の実施状況等の検証・評価

・各調査結果の施策への反映

区の事業だけでなく、子どもを支援する地域の活動をさらに発

展させていきます。
・「子どもの未来を応援する活動団体プラットフォーム」の活用

・地域の活動団体や支援したい人・企業との連携

・団体や企業による体験型のイベント

・子ども食堂や遊び・学びなど、子どもの居場所の広がり

◆切れ目のない支援 NEW

◆子どもの貧困対策への理解促進 NEW

◆進捗状況の管理

◆地域や団体等との協働・協創 NEW
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